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硬貨の枚数を入力すると総額を表示する。

硬貨 枚数 金額 実習１

1円硬貨 1 1¥                      1 表を作る(デザインは適宜だが，計算式入力後の方が作りやすいかも)。

5円硬貨 1 5¥                      2 「金額」欄に式を入れて，各硬貨の金額が表示される式を作る。

10円硬貨 2 20¥                    3 総額はSUM関数を使おう。

50円硬貨 0 -¥                      4 ￥が表示されるようにするには，「ホーム」タブの「数値」グループで表示形式「通貨」又は「会計」を選ぶ。

100円硬貨 4 400¥                  

500円硬貨 1 500¥                  

総額⇒ 926¥            

今年の1月1日に1万円を預金した。
複利法で毎年年末にa％の利息がつくとして，毎年の預金残額を表示させる。
(複利法：利息にも利息がつくとする)

応用：毎年1月1日に500円ずつ積み立てるならどうか？

利息⇒ 0.05 積立額↓

預金額⇒ 10000 500 実習２(追加)

1年後 10500 525 1 30年後くらいまでの表を作る。(デザインは，計算式入力後の方が作りやすいかも)

2年後 11025 1076 2 利息欄に入力した数値をうまく使って，n年後の計算ができるような式を作る。

3年後 11576 1655 (利息欄に数値を参照するためには，F4キーで絶対参照をうまく使うこと）

4年後 12155 2263 3 表を見やすくするために，ホームタブ「数値」グループで整数のみの表示にする。
5年後 12763 2901 4 毎年の残高の推移を折れ線グラフで表示させよう。

6年後 13401 3571

7年後 14071 4275 追加
8年後 14775 5013 1 上記が早くできた人は，D列に500円積立の場合を計算してみよ。
9年後 15513 5789 ※　積立の場合，1年後と2年後以降とでは計算式が違うことに注意せよ。
10年後 16289 6603 2 30年後に左表の金額を追い越すには，積立額500円をいくらに変更すればよいか，

11年後 17103 7459 あるいは25年後の場合はどうかなど，シミュレーション(試行)を！

12年後 17959 8356

13年後 18856 9299

14年後 19799 10289

15年後 20789 11329

16年後 21829 12420

17年後 22920 13566

18年後 24066 14770

19年後 25270 16033

20年後 26533 17360

21年後 27860 18753

22年後 29253 20215

23年後 30715 21751

24年後 32251 23364

25年後 33864 25057

26年後 35557 26835

27年後 37335 28701

28年後 39201 30661

29年後 41161 32719

30年後 43219 34880
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